
2，財政再計算に用いた基礎数・基礎率とその作成方法   

（1）基礎数・基礎率の種類  

将来推計人口  

（「日本の将来推計人口（平成14年1月推計）」（中位推計）国立社会保障・人口問題研究所）  
労働力率の見通し（「労働力人口の推移推計（平成14年7月）」厚生労働省職業安定局）  

①基礎数  

被保険者種別・年齢・被保険者期間別 被保険者数  

被保険者種別・年齢・被保険者期間別標準報酬月額の平均  
被保険者種別・年齢・被保険者期間別 標準報酬月額の累計  

被保険者種別・年齢・被保険者期間別 受給待期者数  
被保険者種別・年齢・被保険者期間別 標準報酬月額の累計  

被保険者種別・年金種別・年齢別 受給権者数  
被保険者種別・年金種別・年齢別 年金額（給付の種類別）  

※ 年金種別は、新法・旧法別に以下の通り設定  

老齢年金（退職）  

老齢年金（在職）  

通算老齢年金（退職）  

通算老齢年金（在職）  

障害年金  

遺族年金  
（新法については、老齢年金は老齢年金（老齢相当）、通算老齢年金は老齢年金（通老相当）  

を指す）  

②基礎率   

○ 人口学的要素  

被保険者種別・  

被保険者種別・  

被保険者種別・  

被保険者種別・  

被保険者種別・  

被保険者種別・  

被保険者種別・  

被保険者種別・  

年齢別 総脱退カ  

年齢別 生存脱退カ  
年齢別 死亡脱退カ  

年齢別 障害年金発生カ  
年齢別 標準報酬指数  
年齢別 ボーナス支給割合  

年金種別・年齢別 年金失権率  
年金種別・年齢別 有遺族率  

（障害厚生年金受給権者死亡以外）  

被保険者種別・年齢別 有遺族率  
（障害厚生年金受給権者死亡）   

被保険者種別   

被保険者種別   

被保険者種別   

障害厚生年金   

被保険者種別   

被保険者種別  

○ 経済的要素   
物価上昇率   

賃金上昇率   

運用利回り  

・年齢別 被保険者であった者と遺族厚生年金受給権者の年齢相関  
・年金種別・年齢別 年金受給権者1人当たり加給対象者数割合  
・年齢別 在職老齢年金受給額割合  
の等級害り合  

・年齢別 再加入率  

・年齢別 再加入者及び新規加入者の平均標準報酬  
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（2）基礎数・基礎率に関して特記すべき事項   

・基礎数・基礎率設定の基本的考え方   

基礎数については、被保険者は1／100抽出統計、年金受給者は全数統計を   
使用し作成。   
基礎率（人口学的要素）については、直近の被保険者や年金受給者等に関   

する統計資料を基礎としつつ、国勢調査や生命表などの各種統計資料等をも   
参考として作成。   
基礎率（経済的要素）については、平成21（2009）年度以降の長期的な経済前   

提については、過去の実績を基礎としつつ、日本経済の潜在成長率の見通し   
や労働力人口の見通し等を反映したマクロ経済に関する試算に基づいて設定   
し、平成20（2008）年度までについては、内閣府が作成した改革と展望に準拠す   
ることとした（参考資料1）。   

・死亡率の改善について   

将来推計人口における将来の死亡率改善と同程度の改善を年度ごとに性・年   
齢別に行った。   

・70歳以上の支給停止率について   

被保険者種別別に平均年金額と健康保険被保険者実態調査における70歳以   
上の標準報酬月額の分布を比較することにより年金額の支給割合を設定した。  
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